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（1）寬永十三年丙子冬十二月壬申朔 越丁丑 朝鮮正使通政太夫白麓任絖字子瀞 副使
通訓大夫東溟世濂字道源 從事官通訓大夫靑丘黄 字子由 來聘于江戸 
（2）甲申 我源大君 御于前殿 三使奉國書貢方物 再拜甚愼 其儀儼然 於是奏請詣日光
山而拜東照大神廟 聽之 壬辰入山 到庭燒薌 禮拜甚肅 事畢大僧正天海 出謁見相揖而
去 暫憩櫻木坊以飮食焉 
（3）題詠山中者律詩若干篇 其屬有詩學敎官菊軒權侙亦從之 代三使作詩 蓋在其中與 
乙未還于江戸 它日餘見其詩 則彼輩未能詳山中事迹 唯賦其所見耳 倉卒之興 聽榮之
言 是誠外國之人也 不可以尤之 然其博贍之筆 馳于暫時 逸興之辭 出於食頃 可以嘉
歎 
（4）且所貴神德之廣覃四海 聲敎之普被三韓 宜形諸歌頌 垂於竹帛 大君之美譽芳聲 
與神德共 亦須永傳于不朽者也 歴代外國入貢者 考之國史可見焉 然未曾有如今日之
盛者乎 昔菅相與渤海裵大使相酬和者 數篇 余豈敢哉 雖不類也而其事亦類焉耶 遐想















（ 32 ） — 159 —















































































































































































































































　寬永十三年丙子信使來聘 賀大猷君殿下在位泰平也 信使到于東都之初 大猷君
召義成公於殿中命之曰 汝今番伴信使登于日光山 可使渠致肅拜於東照宮大權現








　往昔太閤秀吉君討朝鮮 而生靈有糜爛之禍 彼不同一天之讎也 東照大權現誅伐






























































































往昔太閤秀吉君討朝鮮而 生靈有糜爛之禍 彼不同一天之讎也 東照大權現誅伐大

























































（１） 「子路」、『論語』 卷 16 
（２） 使臣の専対詩 詩人と読者は固定されたものでなく結局相互的である。 詩人が読者であり
読者が詩人に、互いに直・間接的に 酬唱する間であるから。 




鐘淵訳、『現代文学文化批評用語辭典』、文学トンネ、1999、p. 67 參照。田大雄「William 
Empson の分析批評」、『英美語文硏究』15、 韓國英美語文学会、1974、 p. 79-95、参照
（４） 劉若愚著 李章佑訳、『中國詩學』、同和出版公社、1984、 p. 23-24
（５） 日光詩とは日光を素材にした詩をまとめて便宜上つけたもの。














江原大學校碩士論文、1998, p. 4-6. 參照
（８） 任絖、12 月 11 日、上揭書、韓國古典飜譯院　http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010.08.25 
（９） 金世濂、「霊杉」、『槎上録』、 韓國古典飜譯院　 http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010.08.25 
（10） 金世濂、「日光寺」、上掲書、 韓國古典飜譯院　http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010.08.25 
（11） http://enc.daum.net/dic100/contents.do?query1=10XXX10037 参 考、 檢 索 日 2010 年 8
月 25 日
（12） 林羅山、「和朝鮮三使日光山中詩并序」、『林羅山詩集』卷 第 47、 p. 509-510、弘文社、
1930 
（13） 林羅山、上掲書
（14） 『增訂交隣志』第 5 巻、韓國古典飜譯院　 http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010. 08. 25 
（15） 李明漢、「日本國日光山鍾銘并序承命製進」、『白洲集』卷之十三、 韓國古典飜譯院 http://
www.itkc.or.kr/ 　検索日 2010. 07. 25 
（16） 趙絅、「題日光寺」、『東槎録』、 韓國古典飜譯院　http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010. 08. 
25 
（17） 南龍翼、10 月 18 日、『扶桑日錄』、 韓國古典飜譯院　http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010. 
08. 01
（18） 林羅山「寬永戊辰四月奉從台駕於日光山 時稻丹牧有倭歌二首耦語 余於是採其末字爲韻 
賦二絶句并又作両章以示不見之者」 上掲書、 卷第 4、 p. 47 





（20） ムンヨンギュ、「仁祖代対日外交の性格」、『韓日關係史硏究』 第 19 集、2003、p.83-84 
（21） 蔡裕後、「日光山法燈銘并序」、『湖洲先生集』卷之五、 韓國古典飜譯院 http://www.itkc.
or.kr/ 檢索日 2010.05.01 
（22） 南龍翼、『扶桑録』、韓國古典飜譯院 　http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010. 07. 21 
（23） 南龍翼、「行禮後次權現堂所藏我國諸賢韻」、『扶桑日録』、10 月 18 日、韓國古典飜譯院
　http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010. 08. 25 
（24） 李植、「日本國日光山詩。次太學士韻」、『澤堂先生續集』第５巻、韓國古典飜譯院
 http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010. 08. 25 
（25） 菅原信海、「南光坊天海大僧正と家康公」、『日光山輪王寺』 4、1956、p.12、 張慧珍、上掲書、 
p. 12-13、再引用
（26） 東照宮事務所、『東照宮史』、1927、p.36 
（27） 小松茂美 編、『東照宮緣起』、中央公論社、1994、p.200 
日・朝 知識人の日光に対する見方とその相違
（ 46 ） — 145 —
（28） 宮本健次、『江戸の陰陽師』、 人文書院、2001、p.18 




（31） 林羅山、「東照宮粉墻石階下左有朝鮮所貢之鐘樓銘以記之 因駕焉 其右有中山國王所獻大
銅燈籠亦駕焉」『林羅山詩集』卷 第 5、 p.61 
（32） 林羅山、「是日雨口號三章」、 『林羅山詩集』卷第 4、 p.54 
（33） チョン · ハミ、「日本近世の神國思想」、 『日本思想』 第 10、韓國日本思想史學會、2006、
參照
（34） 林羅山、 「次向陽子題日光山中詩韻 絶句八首律詩一首 東照宮」、『林羅山詩集』卷第 5、p. 
63 
（35） 『通航一覽』巻 88、國書刊行會、1913、p. 23 
（36） 『通航一覽』巻 88、前掲書
（37） Herman Ooms 著 黑住眞・淸水正之・豊澤一・賴住光子、『徳川イデオロギー』、ぺりか
ん社、1997、p.76 
（38） 李尚奎、「仁祖代 前半 問慰行 研究」、『韓日關係史硏究』35、韓日關係史學會、2010、 p. 
133 
（39） 『朝鮮王朝實錄』仁祖 14 年 丙子（1636、崇禎 9）7 月 23 日（乙丑）「交隣之道 , 固當一遵
定式 , 不可攙越 , 而如或事與時異 , 勢須變通 , 則不必膠守舊例 , 要之保國安民而已。 近因
日本事機 , 稍異前日 , 不得不爲彌縫之計。 如馬才之送書式之改 , 靡不曲循馬島之請 , 而獨
於禮單一事 , 未蒙准許 , 臣竊以爲非計也。 當初本國 , 與家康結和時 , 家康新得志 , 盡反秀
吉所爲 , 求和之意 , 出於至誠 , 專以和事 , 委諸島主 , 而島主之欲交我國 , 乃其至願 , 故禮單
多少 , 原不掛意 , 然嫌其太薄 , 本島加備若干物件 , 以悅關白。< 中略 > 臣以爲 , 寧被島主
之譏 , 不可太爲靳固 , 以誤邊上事機也。 且廣取武士 , 爲國家莫大之弊。」 
（40） 例をあげると 孝宗 3 年には 次のようなことがあった。1652 年 9 月 3 日に 東莱府使 尹
文擧があげた 馳啓には「東萊府使尹文擧馳啓曰 :「倭差齎島主書契而來 , 蓋日光山供佛香
爐等物鑄送之請也。 且見香爐銘文式樣 , 則書以朝鮮所鑄某物 , 獻於某所 , 而連書朝鮮二字
於平行 , 無禮不恭甚矣。請送首譯李亨男 , 以爲爭辨之地。」 令禮官議之 , 禮曹請議于大臣以
定。領議政鄭太和等以爲 :「島主所索香爐刻鑄之文 , 去朝鮮獻於某所六字及渠之年號 , 只
書壬辰月日爲宜 , 請遣李亨男責諭以定。」 從之 . 『朝鮮王朝實錄』、孝宗 9 卷、3 年（1652 
壬辰 / 順治 9 年） 9 月 10 日（己卯） 
（41） 金世濂、「次權學官韻呈上使」、『槎上錄』、 韓國古典飜譯院　 http://www.itkc.or.kr/ 檢索
日 2010.08.25 
（42） 金世濂、「對馬島作」、上掲書、 韓國古典飜譯院　 http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010. 08. 
25. 
（43） 南龍翼、「萊館書懷得長篇四十韻呈兩使兼示讀祝李文哉」、『扶桑日錄』、乙未年 4 月 21 日 
條、 韓國古典飜譯院、 http://www.itkc.or.kr/ 檢索日 2010. 07. 15 
（44） 『通航一覽』巻 88、上掲書
日本漢文学研究６
 （ 47 ）— 144 —
（45） 林羅山、「二荒倭訓近補陀洛故僧勝道以爲山號推稱觀音堅坐之地 二荒音轉爲日光 故密宗
者流 以爲山名推稱毘盧遮那之場 皆是奪掠剽竊之術也 識者奈何云云」、『林羅山詩集』卷
第 4, p. 48 
（46） 林羅山、「二荒倭訓近補陀洛故僧勝道以爲山號推稱觀音堅坐之地 二荒音轉爲日光 故密宗
者流 以爲山名推稱毘盧遮那之場 皆是奪掠剽竊之術也 識者奈何云云」、『林羅山詩集』卷
第 4、p.48 
（47） 南龍翼、「疊次前兩韻寄道春要和 答書附」、上掲書、 韓國古典飜譯院 http://www.itkc.

























ムンヨンギュ（2003）、「仁祖代 對日外交の性格」、『韓日關係史硏究』第 19 集
李尚奎（2010）、「仁祖代 前半 問慰行 硏究」、『韓日關係史硏究』35、 韓日關係史學會
田大雄（1974）、「William Empson の分析批評」、『英美語文硏究』15、韓國英美語文學會
崔宗一（1998）、『朝鮮通信使の日光山 致祭 硏究』、 江原大學校碩士論文
劉若愚 著 李章佑 譯（1984）、『中國詩學』、同和出版公社
日・朝 知識人の日光に対する見方とその相違
（ 48 ） — 143 —
宮本健次（2001）、『江戸の陰陽師』、人文書院
Joseph Childers 著 黃鍾淵 訳（1999）、 『現代文學文化批評用語辭典』、文學トンネ
